
 

                       

                                  

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ

っ
て
被
害
を
受
け
、
仕
事
を
し
た

く
て
も
す
る
場
所
を
失
っ
た
組
合

員
の
支
援
の
た
め
に
７
月
８
日

（
月
）、
行
野
欣
也
理
事
長
は
馳
浩

県
知
事
を
表
敬
訪
問
し
、
要
望
書

を
提
出
し
た
。 

▼
内
容 

①
被
災
組
合
員
に
、
仮
設
住
宅
地

域
の
集
会
所
の
一
角
で
出
張
理
容

を
さ
せ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。 

②
被
災
者
へ
の
支
援
と
し
て
理
容

券
を
発
行
し
て
ほ
し
い
。 

③
理
容
券
は
仮
設
住
宅
の
集
会
所

一
角
に
開
設
し
た
理
容
所
ま
た
は

組
合
員
店
舗
で
の
利
用
に
限
定
し

て
ほ
し
い
。 

▼
説
明 

懸
念
さ
れ
る
衛
生
消
毒
に
関
し

て
は
、
組
合
と
し
て
消
毒
講
習
会

の
開
催
を
行
っ
て
組
合
員
店
舗
へ

の
法
令
順
守
を
徹
底
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
ッ
ト
や
水
を
使

わ
な
い
シ
ャ
ン
プ―

「
９
Ｑ
シ
ャ

ン
プ―

」
を
と
お
し
て
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
寄
り
添
い
、
と
て
も
喜

ん
で
い
た
だ
い
た
。
今
後
の
生
活

再
建
を
鑑
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か

ら
営
業
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に
来
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

知
事
か
ら
は
「
仮
設
住
宅
を
運

営
す
る
各
市
町
と
の
調
整
が
必
要

だ
。
理
容
業
の
再
建
に
、
な
り
わ

い
再
建
支
援
補
助
金
を
活
用
し
て

ほ
し
い
」
と
、
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
い
た
。 

訪
問
に
、
田
島
徳
久
副
理
事
長
、

田
中
栄
一
副
理
事
長
、
大
積
亨
副

理
事
長
、
青
山
幸
雄
情
報
セ
ン
タ

ー
長
が
出
席
。
不
破
大
仁
県
議
が

同
行
し
た
。 

● 

● 

● 

● 

● 

 

 

  

■
７
月
８
日(

月) 

事
業
担
当
部
長
会 

場
所
／
県
組
合
会
議
室 

①
令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て 

               

              

■
７
月
８
日(

月)

12
時 

正
副
理
事
長
会
議 

場
所
／
県
組
合
理
事
長
室 

①
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
義
援

金
の
配
分
に
つ
い
て 
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会 

議 
県知事を表敬訪問 

被災組合員に 

支援を 



理容いしかわ               令和 6 年 9 月 10 日（2） 

                                   

                                  

   

▼
義
援
金 

次
の
皆
様
か
ら
能
登
半
島
地
震

に
お
け
る
善
意
の
ご
支
援
が
県
組

合
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

・
福
井
県
組
合
敦
賀
支
部 

・
東
京
都
組
合
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

・
埼
玉
県
組
合
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

・
熊
本
県
組
合
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

(

前
号
掲
載
分
以
降
、
敬
称
略) 

                   

                                  

                                  

  

県組合費・事務所諸費を免除  ９～11月の３ヶ月間 
 

令和６年１月１日に発生いたしました能登半島地震における被害は、能登半島へ大きなダメージを

与え、やむを得ず廃業された方も少なくなくありません。この未曾有の災害に、全国各県の理容組

合、また、業界関係の皆様から沢山の善意の義援金が石川県組合へ届けられております。 

この度、県下全域への調査の結果、地震の影響は能登支部の皆様は勿論ですが、石川県全域に少な

からず何かしらのダメージを受けた方が多数おられることを認識いたしました。 

義援金の配分方法につきまして様々な観点から考えた結果、少額ですが全国からの暖かいお気持ち

を全組合員の皆様へお分けすることとし、下記のとおり、県組合賦課金ならびに事務所諸費の免除と

いう形をとらせていただくことといたしますので、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

■免除の期間 令和６年９～11月 計３ヶ月間 

■免除の対象 県組合賦課金 2,200円、事務所諸費 500円 計 2,700 円 /月 

バ
ー
バ
ー
サ
ロ
ン 

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ 

推
進 

能登半島地震 義援金口座 
(振込手数料はご負担ください) 

 

■受付口座  金沢信用金庫 本店営業部 

 (普通)1061785 

■口座名義 石川県理容生活衛生同業組合地震 

災害義援金 理事長 行野欣也 

能
登
半
島
地
震 
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理容いしかわ               令和 6 年 9 月 10 日（4） 

                                   

                                  

                                  

                                  

                                  

組
合
の
衛
生
講
習
会
で
保
健
所 

の
講
師
か
ら
「
衛
生
検
査
で
免
許 

証
の
生
年
月
日
欄
を
隠
す
人
が
い 

た
」
と
聞
き
、
心
情
を
察
し
た
。 

 

若
い
頃
は
無
か
っ
た
が
歳
を
経 

た
今
、
お
客
か
ら
年
令
を
聞
か
れ 

る
事
が
多
く
な
っ
た
。
客
層
の
高 

齢
化
も
あ
り
、
気
に
な
る
の
だ
ろ 

う
。
頭
の
中
で
は
「
そ
れ
を
聞
く 

か
！
」
と
思
い
つ
つ
、
お
客
の
方 

か
ら
実
際
よ
り
若
い
年
令
を
言
わ 

れ
る
と
「
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
」 

 

と
合
わ
す
が
、
大
抵
は
適
当
に
話 

を
逸
ら
す
よ
う
に
し
て
い
る
。 

 

歳
な
り
の
接
客
が
自
然
だ
と
思 

う
が
、
お
客
の
方
か
ら
す
れ
ば
自 

分
よ
り
若
い
技
術
者
の
方
が
い
い 

か
ら
、
少
し
で
も
歳
を
感
じ
さ
せ 

な
い
気
遣
い
を
意
識
し
て
い
る
。 

 

 

健
康
で
あ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
働
け 

る
と
思
う
と
、
日
々
の
生
活
も
疎 

か
に
出
来
な
い
。
そ
の
気
持
ち
が 

生
き
甲
斐
に
繋
が
っ
て
い
く
。 

（
理
容
文
芸
ク
ラ
ブ
） 

 

生
き
甲
斐
へ
歳
を
丸
呑
み
す
る
努
力 
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６
部 

慰
安
会 

 

 

７
月
８
日
（
月
）
、
６
部
の
慰
安

会
が
ホ
リ
デ
イ
・
イ
ン
ス
カ
イ
で

開
か
れ
、
参
加
者
47
名
が
美
味
し

い
食
事
と
お
酒
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

                      

                                 

金
沢
支
部
慰
安
会 

金
沢
支
部
で
は
能
登
応
援
企
画

と
し
て
、
２
０
２
４
年
度
「
金
沢

支
部
慰
安
会
㏌
い
こ
い
の
村
能
登

半
島
」
を
開
催
し
ま
す
。 

温
泉
、
美
味
し
い
お
食
事
、
レ

ジ
ャ
ー
施
設
、
能
登
の
お
土
産
が

当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
、
歌
謡
シ
ョ

ー
な
ど
、
お
楽
し
み
満
載
！
ゴ
ー

カ
ー
ト
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
イ
ク
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
な
ど
が
お
得
に
楽
し
め
る
レ

ジ
ャ
ー
優
待
券
も
販
売
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
送
迎
バ
ス
も
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。（
ル
ー
ト
な
ど
詳
細

は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
） 

是
非
、
ご
家
族
連
れ
で
、
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

日 

時
：
令
和
６
年
10
月
14
日 

（
月
・
祝
）
10
～
15
時
頃

ま
で 

参
加
費
：
大
人
（
中
学
生
以
上
） 

１
５
０
０
円 

小
学
生
７
０
０
円 

幼
児
（
３
歳
未
満
は
無

料
）
５
０
０
円 

申
込
み
：
地
区
部
長
さ
ん
へ
、
電

話
や
メ
ー
ル
、LINE
な

ど
で
参
加
人
数
を
お
知

ら
せ
下
さ
い
。 

〆 

切
：
９
月
18
日(

水) 

問
合
せ
：
松
原 

義
則 

ゴ
ー
カ
ー
ト
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

イ
ク
ル
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
が
遊
べ
る
お
得

な
レ
ジ
ャ
ー
優
待
券
を
、
当
日
６

０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。 

バ
ス
タ
オ
ル
や
館
内
着
は
あ
り

ま
せ
ん
。
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ 

                           

い
。 送

迎
バ
ス
の
ル
ー
ト
や
時
間
な

ど
は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

参
加
費
は
後
日
、
口
座
振
替
に

て
集
金
し
ま
す
（
11
月
分
口
座
振

替
の
予
定
で
す
。 

                           

金 

沢 

支
部
長 

田
中 

栄
一 

０
７
６(

２
４
５)

５
５
８
９ 
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能
都
地
区 

 

６
月
３
日(

月)

、
４
日(
火)
に
能

登
支
部
全
体
の
被
災
、
災
害
視
察

を
し
た
。 

今
回
は
能
都
地
区
を
掲
載
す
る
。 

現
在
、
組
合
員
５
名
。
地
区
部

長
、
新
組
合
員
の
方
か
ら
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
い
た
。 

▼
木
地
司(

地
区
部
長) 

 

「
店
舗
の
被
害
は
比
較
的
少
な

か
っ
た
が
、
隣
の
家
は
公
費
解
体

が
決
ま
っ
た
。 

近
く
の
山
水
を
２０
ℓ
ポ
リ
タ

ン
ク
で
毎
日
１０
～
２０
回
汲
ん
で

生
活
用
水
や
営
業
用
に
使
う
。
ボ

イ
ラ
ー
が
ダ
メ
な
の
で
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
で
お
湯
を
沸
か
す
。
３
月

中
旬
に
水
が
来
る
ま
で
の
間
続
い

た
。 

     

お
客
様
が
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
来
て

く
だ
さ
っ
た
事
が
あ
っ
た
り
、
復

興
支
援
の
方
が
カ
ッ
ト
に
来
ら
れ

た
事
も
あ
っ
た
。 

 

支
援
の
方
々
が
街
に
在
中
し
て

い
る
お
陰
で
、
昼
の
弁
当
屋
さ
ん

や
夜
の
飲
食
業
は
賑
わ
っ
て
い
る

よ
う
だ
。 

あ
ば
れ
祭
り
の
開
催
が
決
ま
っ

た
６
月
か
ら
は
、
キ
リ
コ
が
通
る

道
の
整
備
が
早
ま
り
、
少
し
綺
麗

に
な
っ
た
が
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

だ
。
」 

               

▼
石
浦
祐
輔(

新
組
合
員) 

 

「
昨
年
の
１０
月
に
組
合
へ
加

入
し
た
。
金
沢
で
１５
年
修
業
し
、

地
元
の
宇
出
津
で
理
容
業
を
開
業

す
る
の
が
夢
だ
っ
た
。 

テ
ナ
ン
ト
探
し
で
３
件
の
中
か

ら
今
の
店
舗
に
決
め
た
が
、
他
の

２
店
舗
は
全
壊
、
半
壊
。
こ
の
店

舗
は
準
半
壊
で
営
業
が
で
き
る
。

本
当
に
運
が
良
か
っ
た
。 

震
災
後
は
、
２
月
上
旬
に
水
が 

               

来
る
ま
で
の
間
は
休
業
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動(

炊
き
出
し
、
カ
ッ

ト
、
シ
ャ
ン
プ
ー)

を
し
た
。 

 

あ
ば
れ
祭
り
の
開
催
が
決
ま
り
、

地
元
の
キ
リ
コ
の
運
行
も
あ
る
程

度
例
年
通
り
に
行
わ
れ
る
事
に
な

っ
て
か
ら
は
、
街
全
体
に
活
気
が

出
て
、
お
客
様
も
戻
っ
て
来
た
感

じ
が
す
る
。 

開
業
し
て
直
ぐ
に
震
災
に
遭
い

心
が
折
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
地

元
の
暖
か
さ
に
支
え
ら
れ
て
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
き

た
い
。」 

 

 
 

支
部
役
員
会 

 

能
登
支
部
役
員
会
は
６
月
２４

日(

月)

１８
時
か
ら
、
羽
咋
公
民
館

に
て
開
か
れ
た
。
出
席
者
８
名
。 

 

大
積
支
部
長
か
ら
、
県
賦
課
金

の
改
定
、
義
援
金
等
の
報
告
後
、

各
委
員
か
ら
報
告
が
あ
り
話
し
合

っ
た
。
慶
弔
見
舞
金
の
規
約
を
時

代
に
合
っ
た
形
に
し
て
い
く
話
も

あ
っ
た
。 

           

支
部
役
員
会 

 

能
登
支
部
役
員
会
は
７
月
２９

日(

月)

１８
時
か
ら
、
羽
咋
公
民
館

に
て
開
か
れ
た
。
出
席
者
８
名
。 

 

大
積
支
部
長
か
ら
、
義
援
金
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
ッ
ト
、
県
組
合

費
の
免
除
等
の
報
告
後
、
各
委
員

か
ら
の
話
し
が
あ
っ
た
。 

 

懇
親
会
等
は
支
部
単
位
で
は
難

し
い
が
、
地
区
単
位
で
出
来
る
事

を
や
っ
て
い
き
た
い
等
の
話
し
が

あ
っ
た
。 

 

支
部
長 

大
積 

 

亨 

０
７
６
８(

２
２)

４
５
５
２ 
能 

 

登 



（7）令和 6年 9月 10 日                 理容いしかわ                           

 

 

 

    

月)

、
小
松
市
こ
ま 

     

全
理
連
「
儲
か
る
業
づ
く
り(

ヘ

ア
サ
ロ
ン
の
売
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
づ

く
り
セ
ミ
ナ
ー)

」
に
よ
る
「
シ
ェ

ー
ビ
ン
グ
に
付
随
す
る
メ
ン
ズ
美 

                    

     

     

容
＆
メ
ン
ズ
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
」
講

習
会(

加
賀
支
部
会
場)

は
７
月

22
日(
月)

、
白
山
市
の
「
オ
ト
・

プ
ロ
グ
レ
ス
ヘ
ア
ー
」
で
開
か
れ
、 

                 

   

24(

女
性
９
、
男
性
15)

人
が
受

講
し
た
。 

講
習
は
木
村
有
貴
全
理
連
中
央

講
師
か
ら
「
韓
流
ア
イ
ド
ル
か
ら

の
流
行
で
美
容
男
子
・
メ
イ
ク
男

子
が
急
増
し
て
い
る
。
フ
ェ
イ
シ

ャ
ル
ス
キ
ン
ケ
ア
や
メ
イ
ク
に
興

味
を
持
ち
、
や
っ
て
み
た
い
と
言

う
男
性
も
多
い
は
ず
。
知
識
と
グ

ル
ー
プ
実
習
で
お
客
様
の
喜
び
と

サ
ロ
ン
の
収
益
向
上
に
繋
げ
よ
う
」

と
、
男
性
理
容
師
に
も
で
き
る
エ

ス
テ
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
た
。 

    

■
７
月
10
日(

水)

役
員
会 

場
所
／
小
松
市
芦
城
セ
ン
タ
ー 

 

「
報
告
・
協
議
事
項
」 

・「
儲
か
る
業
作
り
」
の
セ
ミ
ナ
ー 

・
ク
ー
ル
ビ
ズ
ポ
ス
タ
ー 

・
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
「
ヘ
ア
な

び
」
の
活
用 

・
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度 

・
今
年
度
の
衛
生
講
習
会 

・
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
の
推
進 

・
能
登
半
島
地
震 

・
県
組
合
組
織
部
会
議 

・
支
部
講
習
会 

・
県
組
合
事
業
部
会
議 

・
支
部
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン 

・
女
性
部
講
習
会 

・
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日 

◆
加
賀
地
区 

加
賀
理
美
容
共
済
会
主
催
の
合

同
講
習
会
を
７
月
22
日(

月)

に

加
賀
市
文
化
会
館
で
開
催
し
、
35

名
が
受
講
し
ま
し
た
。 

理
容
は
荻
田
喜
充
県
講
師
が
担

当
し
、
ス
キ
ン
フ
ェ
ー
ド
ス
タ
イ

ル
を
披
露
し
ま
し
た
。 

終
了
後
、
加
賀
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
懇
親
を
深

め
た
、
と
て
も
有
意
義
な
１
日
で

し
た
。(

通
信
・
中
出
尚
人
地
区
長)  

                    

             

金
沢
６
部 

鵜
木 

具
視 

７
月 

能
登
七
鹿 

中
西 

勇
晴 

〃 

〃 

輪
島 

今
寺
富
久
子 

 

〃 

〃 
 

〃 
 
 

江
上 

 

正
弘 

〃 

〃 
 

〃 
 
 

高 
 
 
 

久
男 

 

〃 

〃 

河
北 

 

山
田 

 

聡 

〃 

    

金
沢
１
東 

高
森
庄
二
郎 

７
月 

〃  

〃 
 

新
村 

 
 
 

淳 

〃 

加
賀
石
川 

瀬
戸 

 

清 

〃 

〃 

能
美 

松
田 

吉
栄 

〃 

能
登
七
鹿 

宿
波
歌
代
子 

〃 

〃 

珠
洲 

大
工 

倫
子 

〃 

    

加
賀
小
松 

吉
田 

正
照 

５
月 

加 
 

賀 

支
部
長 

田
島 

徳
久 

０
７
６
１(

７
４)

３
８
１
９ 

役 

員 

会 

お
く
や
み 

廃 
 

業 

脱 
 

退 

儲
か
る
業
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー 

メ
ン
ズ
美
容
＆
メ
ン
ズ
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル 



理容いしかわ               令和 6 年 9 月 10 日（8） 

 

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら 

機
関
紙
「
理
容
い
し
か
わ
」
の 

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
へ
リ
ン
ク
！ 

                                  

                                  

編 

集 

閑 

談 

▼
長
男
の
春
馬
が
所
属
す
る
宇
ノ

気
中
剣
道
部
が
県
体
優
勝
し
た
。

団
体
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
、
北
信

越
大
会
３
位
、
全
国
大
会
リ
ー
グ

敗
退
。
残
念
な
結
果
だ
っ
た
が
息

子
の
頑
張
る
姿
に
感
動
し
た
。
子

供
が
剣
道
を
し
て
い
る
お
陰
で

色
々
な
所
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら

い
感
謝
し
て
い
る
。
年
子
の
弟
の

悠
吾
が
来
年
は
リ
ベ
ン
ジ
し
て
く

れ
る
か
な
。 

 
 

 
(

杉
村
武
志) 

▼
『
極
め
る
』 

         

(

青
山
幸
雄) 

▼
美
し
い
新
紙
幣
が
登
場
し
ま
し

た
。
そ
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
普
及
も
急
い
で
い
ま
す
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
出
番
待
ち
。

い
ろ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
乱
立
し
て

迷
い
ま
す
。
最
近
は
ス
マ
ホ
の
操

作
も
限
界
。
通
販
で
の
買
物
失
敗

も
増
え
ま
し
た
。
と
て
も
賑
や
か

な
世
の
中
で
す
ね
。 

(

沓
智
之
） 

                                  

                                  

 

Ｓ
マ
ー
ク
は
信
頼
の
ブ
ラ
ン
ド 


